
下落修正①

地価公示価格等と固定資産税（土地）価格の推移例

○土地の価格は、基準年度（３年ごと）の評価替え
※１

により新たに決定され、原則として

３年間据え置かれます。

　平成24年度は、評価替えを行う基準年度にあたります。

　※１「評価替え」とは、資産価格の変動に対応するため、評価額を適正かつ均衡のとれた価格に見直す制度です。

○平成２４年度の評価替えにあたり、土地の価格は、平成２３年１月１日時点（価格調査基

準日
※２

）の地価公示価格等の７割を目途に算出されています。

　※２「価格調査基準日」とは、評価替えにあたり価格を把握するための基準日をいいます。基準年度の前年度の1月１日に

　　　　設定されています（固定資産評価基準第１章第12節一）。

○価格調査基準日以降、平成２３年７月１日までの間に地価の下落が認められた場合には、

評価額の修正を行っています。
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下落修正②

平成２４年度においても、価
格調査基準日以降半年間
の間に地価下落が認めら
れた場合には、評価額の修
正を行っています。

地価公示価格等を活用
し、価格調査基準日時
点の価格を把握し、そ
の７割を目途に評価を
行います。

平成21基準年度
価格調査基準日

平成24基準年度
価格調査基準日

下落修正③

下落修正①

評価替えにより、
新たに価格が決定
されます。

地価の下落が認められた
場合には、基準年度以外
でも、価格を修正すること
があります。

固定資産税・都市計画税

価格調査基準日から各
年度の賦課期日の半年
前までの期間の下落を
価格に反映させました。
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